
  「全国地域づくり人財塾」実績報告について（１） 

  
・ 

開催日時・会場 

参加者の状況 

研 修 概 要 

受講生の声（アンケートより抜粋） 

平成28年5月11日（水）～13日（金） 全国市町村国際文化研修所 （滋賀県大津市） 

参加者数 36名（男性27人 女性9人）※年齢層・参加団体区分・地域の内訳は以下のとおり 
 

〇人材力活性化研究会の構成員等が実践事例を基に研修を実施 
〇講師との直接対話（３R）、オフィスアワー（課外）の実施 
〇人財塾の卒塾生（４名）による事例報告  等 

資料１ 

 

（研修時間・研修内容関係） 
・講義の時間を約1時間とし、その後質疑応答の時間を確保するとよかったのではないか。 
・オフィスアワーは1人の講師のみならず他の講師のところへも行けるとよかったのではないか。 
・グループで何か企画するようなカリキュラムがあればよいのではないか。 
 

（ステップアップ研修の要望等） 
・卒塾生が地域に帰り、研修で得た知識をどのように活用して地域づくりに役立てているのか、実
際に現地で視察する研修。 
・各受講生が事例や課題を発表し、それについて改善策や解決策を検討するプログラムが良い。 
・地域づくり活動を実践した後の悩みや失敗を相談したり、アドバイスをもらえるような、今回の直
接対話のような時間があれば良い。 
・地域資源発掘のフィードワークがあれば参加したい。 

～29歳 10人  
最年少 
     23歳 
最年長 
   69歳 
平均 
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30～39歳 12人 

40～49歳 10人 

50～59歳 3人 

60歳～ 1人 

市 24人 

町 村 8人 

そ の 他 4人 

北海道 0人 近  畿 16人 

東  北 1人 中  国 1人 

関 東 3人 四  国 2人 

中  部 8人 九 州 5人 
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 「全国地域づくり人財塾」実績報告について（２） 

  
・ 

開催日時・会場 

参加者の状況 

研 修 概 要 

受講生の声（アンケートより抜粋） 

平成28年6月2日（木）～3日（金） 自治大学校 （東京都立川市） 

参加者数 108人（男性87人 女性21人）※年齢層・参加団体区分・地域の内訳は以下のとおり 
 

〇政策専門課程の研修課目として８時限を確保して実施 
〇人材力活性化研究会の構成員及び有識者が実践事例を基に講義 

 

（研修時間・参加内容関係） 
・１コマ70分にとらわれることなく講義時間を設定してはどうか。 
・質疑の時間も含め講義時間を長くしてはどうか。 
・講義内容を多様なジャンルから構成して欲しい。 
・具体的な行動のヒントが得られるよう、実践を交えた話が聞きたい。 
・成功事例のみならず、失敗事例も聞きたい。 
・グループトークの時間が欲しい。 

（ステップアップ研修の要望等） 
・実際に活動に取り組み、その活動について受講後も持ち寄って検証したり振り返りができた
りする場があるとよい。 
・行政から地域へのアプローチ事例や講義で紹介のあった取り組みの視察。 
・受講生同士の意見交換ができるワークショップ型の研修。 
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指定都市 （9人） 

町 村 15人 

そ の 他 3人 

北海道 4人 近  畿 7人 

東  北 11人 中  国  13人 

関  東 17人 四  国 7人 

中 部 29人 九  州 20人 
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